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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
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業
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要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

子どもが健やかに生まれ育つ環境の充実

子どもの成長への支援

健やかな成長を促す学びへの支援

年長児童の赤ちゃん出会い・ふれあい交流事業

健康福祉局

子育て支援課

087-839-2354

市

平成 年度～28

ふれあい体験参加生徒数 人

結婚や子育てについて具体的にイメージできた生徒の割合 ％

事業後に結婚や子育てのイメージができたと変化した割合 ％

平成 年度（ 年度決算分）29 28

H26 H27 H28 H30

H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

家庭での親子のふれあいや地域における様々な人との出会い・コミュニケーションを活性化し、児童の健全な育成及び次代の親
づくりを促進するため、年長児童（小学校高学年・中学生・高校生）を対象に、乳幼児やその保護者と出会い・ふれあい・交流
する場を提供し、赤ちゃんとのかかわり方の学習及び乳幼児の安全な抱き方・遊び方などの体験学習を行う。

　年長児童を対象に乳幼児や保護者と出会い・ふれあい・交流する場を提供する。赤ちゃんとのかかわり方などの学習及び抱き

年長児童（小学校高学年・中学生・高校生など）及び乳幼児とその保護者

家庭での親子のふれあいや地域における様々な人々とのコミュニケーションを活性化し、児童の健全な育成及び次
代の親づくりを促進する。

結婚や子育てについて具体的にイメージでき
た生徒の割合は、目標値を達成できた。

目標値には達してはいないが、事業を実施す
ることにより、生徒の気持ちに変化があった
。

平成 年度31

H29

H29

H29

年度29 方、遊び方などの体験学習を行う。
対象校１０校
各校の学年全クラスで事業開催
（事前授業１時間、ふれあい授業１時間）

％100.7

％50.0

点17

点35

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

2,286 2,655 3,010 3,070

810 1,120 1,440 1,500

1,476 1,535 1,570 1,570

Ｂ 継続

９校の中学校がふれあい体験事業を実施した。
家庭科や総合の時間に体験事業を実施しているため、学校の理解や授業の調整が必要となり、実施校数の増大には至っていない。

実施したアンケートを基に、有識者による効果検証を行い、今後の展開の体系作りの基礎をつくるとともに、ふれあい体験の推進を図る。
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